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１ 四街道市部活動地域移行推進協議会
について
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（１）設置目的

【目的】

四街道市立中学校における部活動（以下「部活動」という。）の地域移
行に向け総合的に取り組みため、四街道市部活動地域移行推進協
議会を設置する。

【所掌事務】

（１）部活動の地域移行に係る調査、研究に関すること。

（２）部活動の地域移行に係る仕組みづくりに関すること。

（３）その他部活動の地域移行に係る必要な事項に関すること。
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（２）委員構成

学校現場

保護者

関係機関教育委員会

学識経験者

・市立中学校校長
・教育研究会体育研究部長
・部活動顧問教諭

・ＰＴＡ連絡協議会

・市スポーツ協会
・市スポーツ少年団
・吹奏楽団
・市美術協会

・千葉大学

・教育長、部長
ほか関係課長

・千葉県部活動地域移
行総括コーディネーター
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２ 部活動地域移行における国・県の動き
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（１）国の動向
平成３１年１月

「新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・運営体制の構築の学校におけ
る働き方改革に関する総合的な方策」 中教審答申

令和２年９月

「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革について」が提示

令和４年１２月

「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」策定

『休日の部活動における生徒の指導や大会の引率については、学校の職務として教師が担うのではなく地域
の活動として地域人材が担うこととし、地域部活動を推進するための実践研究を実施する。その成果を基に、
令和５年度以降、休日の部活動の段階的な地域移行を図るとともに、休日の部活動の指導を望まない教師が
休日の部活動に従事しないこととする。

・従来の「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」及び「文化部活動の在り方に関する総合的なガ
イドライン」を統合し、改定。
・学校部活動の適正な運営や効率的・効果的な活動の在り方とともに、新たな地域クラブ活動を整備するため
に必要な対応について、国の考え方を提示。
・「地域の子供たちは、学校を含めた地域で育てる。」という意識のもと、部活動の地域移行にあたる。
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（２）千葉県の動向

＜対象＞ 休日の学校部活動

＜目標スケジュール＞

年 度 実 施 内 容

令和５年度 各市町村で実証的に１部活動の地域移行を目指す

令和６年度 前年度の取り組みを踏まえ、各学校で１部活動の地域
移行を目指す

令和７年度 今までの取り組みを踏まえ、各学校で複数の部活動
の地域移行をめざす。

各市町村で年度末までに全部活動の地域移行完了ま
での推進計画を示す
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8

３ 四街道市の現状



（１）市内中学校の生徒数及び学級数（令和５年８月末日現在）

〇総生徒数 ２，５４２名
男子 １，３１３名
女子 １，２２９名

〇総学級数 ９２学級
１学年 ２６学級
２学年 ２４学級
３学年 ２４学級

特別支援学級 １８学級

427

422

452

402

434

405

370

380

390

400

410

420

430

440

450

460

１年 男子 １年 女子 ２年 男子 ２年 女子 ３年 男子 ３年 女子

学年別生徒数
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（２）令和５年度 各校設置部活動 （中学１～３年生）

運動部 文化部

部活名

学校名
在籍生徒数

野
球

サ
ッ
カ
ー

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
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ー
ル

陸
上

卓
球

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

剣
道

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

柔
道

吹
奏
楽

美
術

家
庭
科

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

部
活
動
数
合
計

部
活
動
人
数

四街道中
６９２人

22人 46人 85人 57人 49人 80人 63人 40人 12人 14人 57人 53人 25人 13 603人

千代田中
４２２人

16人 29人 44人 39人 48人 31人 35人 57人 41人 9 340人

旭中
３８３人

15人 34人 32人 45人 21人 44人 34人 11人 46人 34人 10 316人

四街道西中
５３２人

19人 21人 63人 49人 75人 46人 41人 16人 27人 44人 54人 12人 12 467人

四街道北中
５１１人

28人 38人 28人 49人 29人 30人 25人 108人 37人 40人 45人 11 457人

部活動数合計 5 5 5 5 5 4 4 3 3 2 1 5 5 2 1
55 2183人

種目別人数 100人 168人 252人 239人 222人 200人 169人 81人 50人 143人 14人 241人 222人 37人 45人

※休日活動している文化部活動は吹奏楽のみ
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（３）部活動指導員の配置

①目的
四街道市立中学校の部活動の振興を図るため、教育に関する理解

と専門的な指導力を備えた地域指導者を部活動指導員として中学校
に配置することによって、運動部活動の一層の充実・活性化を図る
とともに、教員の負担軽減を図る。

②勤務内容
部活動指導員は、所属する中学校の校長の指導方針、指導計画の

もと、部活動顧問として次の活動を行う。また、部活動指導員は、
校長の指示により、練習及び大会、練習試合等に係る生徒の引率及
び監督を単独で行うことができる。
⑴ 定められた部活動の指導
⑵ 大会、練習試合等にかかる生徒の引率及び監督
⑶ 教職員との連携による安全指導及び生活指導
⑷ その他、所属する中学校の校長の指示による部活動に関する業務

11



配置中学校名 配置部活動
四街道中学校 ソフトボール部
千代田中学校 卓球部
千代田中学校 バスケットボール部
千代田中学校 サッカー部
旭中学校 剣道部

四街道北中学校 野球部
四街道北中学校 吹奏楽部

③配置までの流れ
・部活動指導員の配置を必要とする学校は、推薦したい部活動指導員をあらかじめ選考し、
申請書を市教委育委員会に提出。
↓

・学校からの推薦を受け、部活動指導員を希望する者は、必要書類を市教育委員会へ提出。
↓

・市教育委員会にて面接。合格者は研修を受講。
↓

・中学校へ配置

④経費
市教育委員会で負担（補助金活用）

⑤部活動指導員の活動状況（令和５年９月末日現在）
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（４）児童・生徒アンケート結果

児童・生徒アンケート概要

①調査対象（３，４６５名）

市内中学校１・２年生

小学校５・６年生

②回答人数（回答率８３.０％）

総回答数 ２，８７５名

中学校 １，４３５名

小学校 １，４４０名

③調査期間

令和５年７月１１日（火）

～７月２０日（木）

①部活動加入率（中学校1・2年生）
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②部活動別所属人数 （中学校１・２年生）
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③現在、習っているスポーツ、文化活動
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④休日の地域クラブ活動への参加希望
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⑤休日の地域クラブ活動として、適切だと思う活動時間
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⑥地域クラブ活動で参加したい活動（複数回答）※小中学生全体

304 301

264

237
228 225 219

203
196 194 193

153

82
69 67

26 24

0

50

100

150

200

250

300

350

18



⑦部活動の地域移行に期待すること（２つまで回答）

34.4

33.8

30.6

28.4

2.1

1.7

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

専門的な指導を受ける機会の確保

多様な活動の選択肢が可能

他校の生徒や様々な年代の人との交流の機会が増加

地域クラブでは、子どものペースでの活動が可能

特になし

その他

％

※小中学生全体
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⑧部活動の地域移行の不安要素（２つまで回答）

37.5

29.5

27.5

16.3

13.8

7.3

0.9

0 10 20 30 40 50

特にない

家族の負担（活動費用、活動場所までの送迎が生じる可能性等）

多様な活動の選択肢が可能

他校の生徒や様々な年代の人との交流

学校以外の場所での活動への不安

中学校総合体育大会への地域クラブ等からの円滑な参加

その他

※小中学生全体
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（５）保護者アンケート結果

保護者アンケート概要
①調査対象（２，９９２名）

市内中学校１・２年生の保護者

小学校５・６年生の保護者

②回答人数（回答率６６.４％）

総回答数 １，９８６名

中学校 ８８０名

小学校 ９５３名

小・中の保護者 １５３名

③調査期間

令和５年７月１１日（火）

～７月２４日（月）
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①お子様の休日の地域クラブでの活動への参加について
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②休日の地域クラブ活動として、適切だと思う活動時間
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③部活動の地域移行に期待すること（２つまで回答）

53.7

38.0

33.1
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

専門的な指導を受ける機会の確保

多様な活動の選択肢が可能
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他校の生徒や様々な年代の人との交流の機会が増加

地域クラブでは、子どものペースでの活動が可能

特になし

その他

※小中保護者
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④部活動の地域移行の不安要素（２つまで回答）

44.8

41.4

27.6

23.4

19.8

10.9

3.2

2.9

2.6

1.3
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保護者の負担（活動費用、活動場所までの送迎が生じる可能性等）

指導者の確保

平日と休日の指導の継続性

運営、指導について責任の所在が不明瞭

他校の生徒や様々な年代の人との交流に対する不安

特になし

学校以外の場所での活動への不安

地域クラブ等の持続可能な運営体制（施設面を含む）

中学校総合体育大会への地域クラブ等からの円滑な参加

その他

※小中保護者
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（６）教職員アンケート結果

教職員アンケート概要

①調査対象（５８０名）

市内小・中学校教職員

②回答人数（回答率６７.１％）

総回答数 ３８９名

中学校 １４２名

小学校 ２４７名

③調査期間

令和５年６月１６日（金）

～７月３０日（金）

教職員の年齢層
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①部活動の地域移行に期待すること（２つまで回答）
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部活動の顧問の負担軽減

専門的な指導を受ける機会の確保
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他校の生徒や様々な年代の人との交流の機会の増加
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②部活動の地域移行の不安要素（２つまで回答）
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運営、指導について責任の所在が不明瞭

指導者の確保

平日と休日の指導の継続性

地域クラブ等の持続可能な運営体制（施設面を含む）

小中体連主催大会への地域クラブ等からの円滑な参加;運営

保護者の活動費用負担

特にない

その他
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③休日の兼職兼業を希望及び指導可能な運動競技や文化活動（複数回答）

15

8

7 7 7

6

4

2 2 2

0 0

8

0 0 0 0

3

0

2

4

6

8

10

12

14

16

兼職兼業希望教職員 ４４名（小学校１７名 中学校２７名）

29


